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　　　　　　　　　緒 　　　　 言

　 ア メ リ ヵ 合 衆 国 の 深 海 掘 削 計 画 （Deep 　Sea 　 Drill−

ing　Project 一通 称 DSDP ）の 実施 に あ た っ て ，大 洋

の 深 海底 よ リ コ ア
ーを 採 集 し て い る 深 海 掘 削 船 グ ロ

ー
マ
ー・チ ャ レ ン ジ ャ

ー号 （Glomar 　 Chal］enger ）に

は
， 常 時 3 人 の 微 古 生 物 学 者 が 乗 船 して い る ．彼 等

は そ れ ぞ れ 浮遊性有孔 虫 ，放 散虫 ，お よ び 石 灰 質 ナ

ン ノ プ ラ ン ク トン 化 石 の 專 門 家 で ，採集 さ れ た コ ア

ー
に 含 ま れ る 微 化 石 を お の お の の 専 門 分 野 か ら 検 討

し，船上 で た ち ど こ ろ に そ の 地 質 時 代 を 決 定 して し

ま う．こ の よ うに 現 在 で は 石 灰質 ナ ン ノ プ ラ ン ク トン

化 石 も，浮 遊 性 有 孔 虫 化 石 や 放 散 虫 化 石 とな らん で

地 層 の 時 代 決 定 や 対 比 に 重 要 な役 割 を果 た して い る．

　 石 灰 質 ナ ン ノ プ ラ ン ク ト ン 化 石 の 層 位 学 的 有 用 性

は ，す で に 1954 年 BRAMLETTE 　 and 　RIEDEL に よ っ

て 指 摘 さ れ た が ，そ の 後 の 数 多 くの 研 究 に よ り，そ

の 有 用 性 が ま ず中生 層 お よ び 古 第 三 紀 層 に お い て 立

証 さ れ た （STRADNER ，1959 ；BRAMLETTE 　and 　Su −

LLIvAN ，1961； STRADNER 　 and 　PAPP ， 王961；STRA −

DNER ，1963 ；BRAMLETTE 　 and 　MARTINI ，1964）．い

っ ぽ う上 部 新 生 界 に 関 す る 化 石 層位 学 的研 究 は ，E −

RlcsON 　 et　 aL （1963）が デ ィ ス コ ア ス タ
ー

の 絶 滅 に

よ っ て い わ ゆ る 鮮新統
．− pt新 統 境 界 を決 定 し た の を

手 始 め と し，HAy 　 et 　 al．（1967），　 BRAMLETTE 　 and

WILcoxoN （1967），　 GARTNER （1969），　MARTINI 　and

WORsLEY （1970），　 MARTINI （1971），　 BuKRY （1971＞

ら に よ っ て 行 な わ れ ，現 在 で は ．ヒ部 新 生 界 に も ，浮

遊 性 有 孔 虫 化 石 帯 に ま さ る と も劣 ら な い 精 密 な 石 灰

質 ナ ン ノ プ ラ ン ク トン 化 石 帯 が 設 定 さ れ て い る ．

　 筆 者 は 石 灰 質 ナ ン ノ プ ラ ン ク トン 化 石 の 層 位 学 的

有 用 性 を我鬮 に お い て も立 証す る た め ，数年 に わ た

っ て ，本 邦 新 生 界 最 上 部 の 石 灰 質 ナ ン ノ プ ラ ン ク ト

ン 化 石 群 集 の 時 代 的 変 遷 を 検 討 し て き た ．筆 者 は 得

ら れ た 結 果 を Lamont 　Core　V21 −98中の 群 集変 化 と

比 較 検 討 し，共 産す る 2 ，3 の 浮 遊 性 有 孔 虫 化 石 に

も着 目 し て ，本 邦 新 生 界 最 一ヒ部 に 石 灰 質 ナ ン ノ プ ラ

ン ク トン 化 石 帯 を 設 定 す る と と も に ，地 層 の 対 比 を

行 な っ た ．筆者 は 本 論 に お い て そ の 成 果 の あ ら ま し

を 紹 介 し葦 本邦 に お け る 鮮新
一更 新 両 統 の 境 界 に 関

す る 筆 者 の 見 解 を 述 べ ，あ わ せ て 今 後 の 研 究 の 見 通

し に つ い て 触 れ た い ．

　　　　 石 灰 質 ナ ン ノ プ ラ ン ク ト ン 化 石 と

　 　 　 　 　 　 　 そ の 層 位 学 的 有 用 性

　ナ ン ノ プ ラ ン ク トン （nannoplankton ，nanoplank −

ton ）
＊ ＊

と は ，プ ラ ン ク トン ネ ッ トで 採 集 す る こ と の

出 来 る 小 型 プ ラ ン ク トン （microplanktor1 ）に 対 し ，

沈 澱 ，遠 心 分 離 ，あ る い は 濾 過 に よ っ て は じめ て 採

集 す る こ と の 出 来 る 微 細 な プ ラ ン ク トン の 総 称 で ，

LOHMANN （1909）の 分 類 に よ る ．本論 で 扱 うの は ，

そ の うち で も体 表 に 微 小 な 石 灰 質 の 小 盤 を付着 し て

い る
一．
群 の 生 物 で ，こ れ を 石 灰 質 ナ ン ノ プ ラ ン ク ト

ン （calcareous 　 nannoplankton ） と よ ぶ ．有 灰 質 ナ

ン ノ プ ラ ン ク トン の 大 部 分 を 占 め る もの は ，コ コ リ

トフ ォ リ ッ ド （coccolithophorids ） とい わ れ る 微 小

な 単 細 胞 の 藻 類 で あ る ．細 胞 （cell ）は 通 常 球 形 ま た

は 卵形 で ，そ の 直径 は 60μ を こ え る こ と は な い ．細

胞 内 に 2 個 の 黄 褐 色 の 色 累 体 （chromatophores ）

（WEBER −vAN 　 BossE ，1901）と 1 個 の 核 （nucleus ）を

もち （OsTENFELD ，1900），細胞 の ・．．一
端 に は ，2 本 の

等 長 の 鞭 毛 （flagella）と螺 旋 状 に 巻 い た 1 本 の ハ プ

トネ マ （haptonema ）が 付着 し て い る （PARKE 　 and

ADAMs ，1960＞．細 胞 は そ の 外 側 を 透 明 層　（hyaline

layer）に よ っ て お お わ れ て お り
，

こ こ に plate 　 scale

（PARKE 　 and 　ADAMs ，1960 ；PARKE ，1961 ；GREEN

and 　GENNINGs ，1960），石 灰 質／」盤 お よ び skin （MA 一

＊ 1972年 4 月 6 ロ ，日 本 地 質 学 会 第 79 年 総 会 討論 会 に お い

　 て 講 演．
＊＊

東北 大 学 理 学 部 地 質 学 古 生 物 学 教 室

＊
研 究 成 果 の 詳 細 は 別 に 発 表 の 予 定 で あ る ．

糊
ナ ン ノ （nanno ．．　 nanQ ．）とは ギ リシ ア語 の vdvveg に rtl来 し．

　 矮 小 の 意 、
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Fig．　L 　Morphology 　of 　Recent 　 coccolithophorids ．
　 　 　 コ コ リ トフ t リ ッ ドの 形 態

NToN 　 and 　 LEEDALE ，1963）が 見 ら れ る ．石 灰 質 小

盤 は コ コ リ ス 　（coccolith ）　と よ ば れ （HuxLEY ，　 in

DAYMAN ，1858），多数 の コ コ リス が 集 っ て 1 個 の 球

状 を な し て い る もの を コ コ ス フ ェ ア （coccosphere ）

と い っ （WALLICH ，1860）．　 コ コ リ ス は 微 小 な 方解 石

の 結 晶 が 集 っ て 出来 て い る が ，ま れ に ア ラ レ 石 や ヴ

ァ テ ラ イ トに か わ っ て い る もの が あ る （W 立 BUR 　and

WATABE ， 1963）． コ コ リス は 細 胞 内 で 1 個 ユ個 生 成

され （WILBuR 　and 　WATABE ，1963），そ の 形 態 は 円 盤 ，

楕 円 盤 ，あ る い は トラ ン ペ ッ ト状 の 突 起 を もつ も の

な ど 様 々 で あ る ．そ の 大 き さ も 1 μ 以 下 か ら
．
20μ を

こ す もの ま で 知 ら れ て い る （Fig．1）．

　 コ コ リ ト
．
フ ォ リ ッ ドは 寒 冷 な 北 極 海 や 南 極 海 をの

ぞ く す べ て の 大 洋の 多光 帯 （euphotic 　 zone ） に 棲 患、

し ，日 光 エ ネ ル ギーを 用 い て 光合成 を営 み
， 海 の 第

1次 生 産 者 と して 物 質 生 産 に 多大 の 貢 献 を して い る．

コ コ リ ト7 オ リ ッ ドの うち に は 従属 栄 養 や 腐 生 植 物

性 栄 養 を 営 む も の や ，珪 藻 と 共 生 関係 に あ る もの な

ど が 報 告 さ れ て い る が
，

い ず れ も 特 殊 な 例 で あ る

（BERNARD ，1948 ； LoHMANN ，1912）．ま た 汽 水 や 淡

水 に 棲 息す る コ コ リ トフ ォ
「1 ッ ドも知 ら れ て い る が

（Hymenomonas 　 roseola な ど ），そ の 数 は き わ め て 少

な い （KAMPTNER ，1930＞，大 洋 に お け る コ コ il トフ

ォ リ ッ ドの 生 長 は ，光 ，水 温 ， 塩 分 濃 度 ，お よ び 海

水 中 の 有機 化 合 物 に よ っ て 左 右 さ れ ，そ の 地 理 的 分

布 は ，最 終 的 に 海 流 に よ っ て 決 定 さ れ る（M ¢ 工NTYRE

and 　 B 巨，1967 ； OKADA 　 and 　 HoNJo ，1970 ； 岡 田 ，

1970 ； MclNIYRE 　 et 　 al，，1970；GAARDER ，1971）．

　 コ コ リ ト．フ ォ リ ッ ドの 生 活 史 は ，Cryst’txllolithus

h．yalinus ，　 Emiliania 　StZtXgej）i な ど 2 ，3 の 種 で 明 ら

か に さ れ て い る に す ぎず ，（PARKE 　 and 　 ADAMs ，

1960 ； BRAARuD ，1963），興 味 あ る そ の 詳 細 は い ま だ

謎 に 包 まれ た ま ま で あ る ．

　 コ コ リ トフ ォ リ ッ ドが 死 ぬ と 細 胞 は 分 解 し，お の

お の の コ コ リ ス は 1 個 1 個 バ ラ バ ラ に な っ て 海 洋底

に 沈積 し，化 石 と して 保 存 さ れ ，石 灰 質 堆 積 物 の 形

成 に 重 要 な 役 割 を 果 た す ．

　 コ コ リ トフ ォ リ ッ ドは ，従 来 動 物 学 看 か ら 原 生 動

物 と し て ，また 植物学者 か ら藻 類 と して 扱 わ れ て き

た が ，現 在 で は 光 合 成 を営 み ，鞭 毛 の 他 に ハプ トネ

マ をもつ こ と か ら ，ハ プ ト藻 綱 （Haptophyceae ）の

円 石 藻 類 （Coccolithophorineae ） と し て 分 類 さ れ る

（CHRIsTENsEN ，
1962 ；PARKE 　 and 　DlxoN ；1964）こい

っ ぽ う第 三 紀 層 よ り産 出 す る デ ィ ス コ ア ス ター（dis・

coaster ）や ，中 生 層 に 特 徴 的 な ナ ン ノ コ
ー

ヌ ス （nan ・

noconids ） 等 の 特 異 な 化 石 は ，す で に 絶 滅 し て し ま

っ て そ の 分 類 学．［T．の 位 置 が 不 明 で あ るが ，
コ コ リ ト

フ ォ リ ッ ドと 共 産 す る こ と か ら．や は り同 様 の 植 物

性 プ ラ ン ク トン の 遺 骸 と 考 え て 石 灰 質 ナ ン ノ プ ラ ン

ク ト ン 化 石 に
・…

括 して 論 じ る ．

　 石 灰 質 ナ ン ノ プ ラ ン ク トン は ，海洋 の 表層 に 浮遊

し て 汎 世 界 的 に 分 布 す る ．化 石 は 非 常 に 微細 で ，か

つ 堆 積 物 申に 膨 大量 含 ま れ て い る の で ，試 料 中 の 種

の 存 否 を決 定 す る こ と が 容 易 で ，し か も確実 で あ る ．

ま た 石 灰 質 ナ ン ノ プ ラ ン ク トン の 多 くの 種 は ，ジ ュ

ラ紀 以降 の 地 質 時代 を通 じて 急速 な 進 化 を と げ た ．

こ の よ う な特 質 に よ り，石 灰 質 ナ ン ノ プ ラ ン ク ト ン

化 石 を地 層 の 時 代 決 定 と対 比 の た め の 有効 な示 準 化

石 と して 用 い る こ と が 出 来 る．

　 　 　 　 　 　 　 研 　 究 　 方 　 法

本 論 中 に 扱 っ た 試 料 は 次 の 通 り で あ る （Fig．2）．

　 フ ィ リ ッ ピ ン 海一Lamont 　 Core 　 V21 −98

　
．奄 美群島喜 界 島

一
早 町 層

　南匹1国一登 層

“
現 在 で もココ ］J トフ ォ リ ッ ドを黄 色 鞭 毛藻 綱 （Chrysophy ・

　 ceae ）と し て 分 類 す る 研 究 者 も 多い ．
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Fig．2．　 Map 　 showing 　the 　locatlons　 of 　the 　Larnont

　 　 　 C Ω re 　V21−98　and 　the 　area 　treated．
　 　 　 調 査 地 域 の 概 略 図 ．

　　静 岡 地 方
一

相 良 層 ，堀 之 内層，お よ び 土 方 層

　　 銚
．
子地 域一

名洗 層，春 日 層 ，小 浜 層 ，横 根 層 ，

　　　　倉橋層 ，お よ び 豊 里 層

　　 房 総 半 島
一

安 野 層 ，お よび 上 総 層 群

　　 男 鹿 半 島
一一

北 浦 層 ，お よ び 脇 本 層

　　能登半島
一

藪 田 層

な お ， 鮮 新 統
一

更 新統境 界 を論 じ る た め ， 南 イ タ リ

ア の 模式 地 1e　 Castella お よ び Santa　 Maria　di　Ca・

tanzaro 両 地 域 の Pliocene　 medio ，　 Pliocene 　 supe ・

riore ，お よ び Calabrianoの 試 料 を あ わ せ て 考 察 した ，

　石 灰 質 ナ ン ノ プ ラ ン ク トン 化 石 は ， あ らか じめ 光

学 顕 微 鏡 を 用 い て 予 察的 な 考察 を行 な っ た 後 ，電 子

顕 微 鏡 を 用 い て そ の 群 集 組 成 の 詳 細 な 解 析 を行 な

っ た ．ま た 産 出 す る 浮 遊 性 有 孔 虫 化 石 の う ち，層 準

の 決 定 に と くに 役 立 つ と思 わ れ る GlθborOtalia　tosa −

ensis ，　 Globorotalia　truncatt ｛linoides，　 G 励 忽碗   0 ぎ一

des σ粥 6ガJo∂認 繝 廊 ’配 os 麗 s の 産出 と ，Pulteniativea

obliquiloculata 　complex ，お よ び Globorotatia　mena −

rdii 　complex の 殼 の 巻 き方 向 を 直 接 顕 微 鏡 下 で ，あ

る い は 文 献 の 上 で 考 察 し た ．

　　　 石 灰 質 ナ ン ノ プ ラ ン ク ト ン 化 石 群集 と

　　　　　　2
，

3 の 浮 遊 性 有 孔 虫 化 石

　 　 　 　 　 　 Lamont 　 Core　 V21 −98

　 Lamont 　Core　V21 −98 は ，コ ロ ン ビ ア 大 学 ラ モ ン

ト・ドパ テ ィ 地 質 研 究 所 の 調 査 船 ヴ ィ
ー

マ 号 （Vema ）

に よ っ て ，フ ィ リ ッ ピ ン 海 の 北 緯 23
°
06
’
，東 経 134

°

26
’

よ り採 集 さ れ た ．採 集 地 点 は 九 州一
マ リ ア ナ 海

嶺 の 1 支 脈 の 頂 部 で ，水 深 は 2134m で あ る ．採集 さ

れ た コ ア
ー

は 全長 517cm で ，グロ ビ ゲ i）ナ 軟 泥 よ りな

る ．

　 本 コ ア
ー中 に 産 出 す る 石 灰 質 ナ ン ノ プ ラ ン ク ト ン

化 石 21属 32種 の 層 位 的分布 を Fig ．3 に 示 す ．お も な

群 集 変 化 は 次 の 通 り で あ る ．コ ア
ーの 頂 部 よ り 380

em の 層 準 で Reticutofenestra　Pseudoumbil　icaが 絶 滅

す る ．ま た Cy40癬 h 薦 Psp ．と Coccolithus　Pelagictts

は 240cm で ，デ ィ ス コ ア ス ターは 210cm で そ れ ぞ れ 絶

滅 す る ．1  例 40θ辮 読 α 忽 α lacunosa は 360cm に 出現 し，

60cm で 絶 滅 す る ．い っ ぽ う GePhyrocaPsa　 aPerta は

280cm に ，　GePhyrocal ）sa 　oceanica 　Cま240c肌 に ，Umbe −

tlosphaera　irregulan
’
s は 40cm に お の お の 出 現 す る ．

Emiliania　hex ／eyi は 本 ：コ ア
ーの 表 層の み に 産 出 す る．

な お 光 学 顕 微 鏡 で 観 察 し た 結 果 ，　 Pseudoemiliania

iacunosaは 480cm に す で に 出現 し，SPhenolithntS　abi −

es は 440cm で 絶 滅 し て い る こ とが 明 らか に な っ た （Fig．

4）．

　 本 コ ア
ー

よ り 産 出す る デ ィ ス コ ア ス タ
ーの 層 位 的

腓 集 変 化 の 詳細 は す で に 報 告 し た が （TAKAYAMA ，

1969），そ の 概 略 は 次 の 通 り で あ る ．デ ィ ス コ ア ス

タ
ー

の 産 出 個 体 数 は ，コ ア
ーの 頂 部 よ り240cm の 層

準 か ら 上 位 へ 徐 々 に 減 少 し，210cm で 絶 滅 す る ．470

cm で DiscOaster　chaUengen
’
カt，430cm で 1）iseoczster

variabilis が ，280cm で Discoaster　surculas ，1）iscoas・

ter　Pentaradiatus お よ び 5 放 射
’
状 （5・rayed ）Discoa・

ster ろrouwert
“
が

，
250cm で 4 放 射 状 1）iseoaster　 bro．

％ 測 θガ が そ れ ぞ れ 消 滅 す る ．な お 270cm よ 0210cm に

＊
筆 者 の 5 放 射 状 Discoaster加 傭 躍 癬 の 大 部 分 は ，GART ．

　 NER （1969）の 翫 booα s齪 asymmetn
’
ezas に 同定 され る と思

　 わ れ る （Fig，5）．
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Fig．3．　 Relative　frequencies 　of　the　 calcareous 　 nannoplankton 　in　the　Lamont 　Core 　V21 −98．
　　　　　LamQnt 　Core 　V21 −98 の 石 灰 質 ナ ン ノ プ ラ ン ク トン 化 石 ．
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6−rayed 5−rqy ¢ d 4−rayed 3−ray ¢ d

Fig．5．　Six −，　five−，　four− and 　three・rayed 　l）iscoaster　brouwett

　 　 　 6−，5・，4−，3 放 耋｝寸爿犬 撚 oo α sオθγ　ろ70κω ¢ 舷

い た る 層準 で は ， 特 徴 的 な 3 放 射 状 Discoaster　bro・

uweri （Discoaster　broanwen
’

魏 漉α 枷 s）が 優 勢 で あ

る （Fig．5）．

　 本 コ アー中 の 浮 遊 惟 有 孔 虫 化 石 に つ い て は す で に

詳 細 な 報 告 が あ る が （氏 家 ・三 浦 ，1970 ；UJIIfi　and

MIURA ，1971），筆 者 は 独 自 に 2 ，3 の 種 に っ き検 討

し，次 の 結 果 を 得 た ．Pulleniatina　 obliquiloculata

complex は 240cm で殻 の 巻 き方 が 右 巻 き優 占か ら左 巻

き優 占 に 変 化 し ，
さ らに 210cmで 左 巻 き優 占 か ら 右 巻

き優 占 に 変 化 す る ．Globoretalia　menardiicomplex

の 殼 は 210cm で k 巻 き優 占．と な る ．　 Globigen
’
noides

quadritobatttS 　fistbllosztsは 440cm で 出現 し ，220crnで

絶 滅 す る ．Globorotalia　 tosaemsisは 320cm に ，ま た

Globorotalia　 truncatulinoidesは 250cm に 出現 す る
＊

（Fig ．4）．

　　　　　　　　　 喜 　 界 　島

　 奄 美群島 中 の ユ 島，喜 界 島 に 発 達 す る 新 生 界 の 層

序 に つ い て は 中川 （1969） が ，また 産出す る 浮 遊 「生

有孔 虫 化 石 に つ い て は HUANG （1966）が 研 究 を行 な

’Ggoborotalia　 tzatncat”linoidesとそ の 祖 先 型 の Globorotalia
tosaensis は ，whorl に お け る chamber の 数 ，　 axial 　 peri・

phery と splral 　 side の 形 ，　keel ま た は kee1 状 の thicken・

ing の 存否に よ o て 識 別 され る （TAKAYANAGI 　 and 　SArTO，
1962 ；PARKER ，1967 ；PosTuMA ，1971｝．　し か し な が ら 両

種 の 問 に は 種 々 の 形 態 的 な変 異 が 認め られ．その 識別 は 研

究 者 に よ っ て ま ち ま ち で あ る．筆者 は Globorotatia　 tOSα en −

sis
− Globorotdlia　tntncatutinoides　it，E＃lt間 に ，Fig．6 に 示 す

　よ う な種 々 の 形 態 変 異 を認 め た ，箪 者 は 両 種 の 識 別 に あ た

　 っ て ，PARKER （1967）の 考 え と同様 ，periphery 全体 にkeel
が 明 瞭 に 識 別 出来 るA ，B をGloborotalia　tnfncatulinoi／des

　に ，残 り の C，D ，　E，　F を Globorotalin　tosaensis と 同定 し

　 た ．

っ た ．筆 者 が 取 り 扱 っ た 早 町 層 の 試 料 は ，中 川 が 採

集 し ，HUANG が 有 孔 虫 化 石 の 研 究 を 行 な っ た もの

と 同 じ試 料 で あ る ．

　 早 町 層 よ り 産出す る 石 灰 質 ナ ン ノ プ ラ ン ク トン 化

石 は 15属 24種 で ，そ の 主 な 層 位 的 分 布 は 次 の 通 り で

あ る ．Pseudoemiiianiα iacunosa は 本 層 の 全 層準 に

産 出 す る ．GePhyrocapsa　

’
　oceanica は 本 層 の 中 部 に

出窺す る ．Ceratolithus　rblgosus 　は 本 層 の 下部 に ，

ま た Ceratolithtts　 o露5如 薦 s は 本 層の 上 部 に 産 出 す る ．

デ ィ ス コ ア ス タ
ー

は 本 層 の 下 半 部 の み に 多 産 し ，．．ヒ

半部 か ら の 産 出 は き わ め て 少 な い ．そ の 群 集構成 は ，

DiSCOaster　brouwen
’
と DiscOaster　Pentaradiatusが

卓 越 す る が ，本 層 の 中 部 で は と く に 3 放 射 状 Diseo−

aster 　broueveriが 多い ．

　 浮 遊 性 有 孔 虫 化 石 は ，筆考 の 検 討 に よ る と 次 の 通

り で あ る ．Pulleveintina　 obliquilocbllata 　complex が

本 層 の 中 部 で 右 巻 き優 勢 か ら左 巻 き優 勢 に 変 化 す る．

本 層 の 基 底 部 に Globorotalia　 tosaensis 　が ，ま た 本

層 の 最上部 に Globorotalia　tntncatulinoides が 出 現

す る ．ま た Globigen
’
noides 　quadrilobatzas 　fistzalOstts’

は 本 層 の 全 層 準 に 出 現 す る ．

　　　　　　　　　 南　 四 　 国

　 高 知 県 室 戸 市 の 土 佐 湾 沿 岸 に 分 布 す る 登 層 に つ い

て は ，甲藤 ら （1953） に よ O 層位学的 微 古 生 物 学 的

研 究 が ，ま た TAKAYANAGI 　 and 　 SAITo （1962）に よ

り浮 遊 性 有孔 虫 化 石 の 研 究 が 行 な わ れ た ．と く に 本

層 は ，浮遊 性 有孔 虫 化石 Globorotaiia　tosα ensis 力濡己

載 さ れ た 地 層 と し て 名 高 い ．筆者 は 案 戸 市 登 の 東約

100m に あ る ，か っ て G ／oborotalia 　 tosaensis が 記 載

さ れ た 岡 じ石 切 場 の 試 零トを検 討 し た ．
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Fig．6．　 Morphologic 　variation 　in　the　Globorotalin
　 　 　 tosaensis− 610borotagia　 truncat ”linoides．
　 　 　 Globorotalia　tosaensdS’− Ggoborotagia　 tTun−
　 　 　 caktlinoides の 形 態 変 異．

　 採 集 し た 91i式料 中 に ，12属 18種 の 石 灰 質 ナ ン ノ プ

ラ ン ク トン 化llfを識 別 し た ．Psezadoemiliania　 laCSt−

nOsa は 全 試 料 中 に 発 見 さ れ る が ，　GePhyrocapsa　oce −

anica は 本 層 よ り産 出 し な い ．デ ィ ス コ ア ス タ
ー

は

5 種 が 確 認 さ れ る が ，L）iscoaster　broueveriと Disc（｝

aster 　Pentaradiatusが 優勢 で あ る （TAKAYAMA ，1969）．

　
．
本 層 の 浮 遊 性 有 孔 虫 化 石 は TAKAYANAGI 　and 　SAI ・

TO （1962）の 報 ．1ヤに 詳 し い が ，そ れ に よ る と ， Puile−

niatina 　 ob ／i4uiloculata　complex は 右巻 き殻 が 優 勢

で あ る ．

　　　　　　　　 静 　 岡 　地 　域

　 瀞 岡 県 相 良 ， 掛 川 地 方 に 発達す る 新 第三 系 の 層 序

と 浮 遊性有 孔 虫 化 石 に つ い て は ， す で に 斎 藤 （1960）

の 研 究 が あ る が ，殻 近 尾 田 （1971），両 角 （1972），お よ

び 加 藤 （1972MS ） の 研 究 に よ っ て ，さ ら に そ の 詳 細

が 明 ら か に な っ た ．筆 者 は 尾 旧．，お よ び 加 藤 の 取 り

扱 っ た 試 料 中 の 石 灰 質 ナ ン ノ プ ラ ン ク ト ン 化 石 を検

討 し，9 属 15種 の 産 出 を 確 認 し た ．そ の う ち と くに

注 目す べ き は ，堀 之 内 層 下 部 に お い て SPhenolithus

abies が 絶 滅 し，か わ りに Rseudoemiliania 　lacunosa
が 出現 す る こ と ，お よ び デ ィ ス コ ア ス ター

が そ の 個

体 数 と種 数 を徐 々 に 減 じ，堀 之 内 層上 部 ，な い し±

方 層 下 部 に お い て ほ ぼ 絶 滅 す る こ と で あ る ．た だ し

デ ィ ス コ

ァス ターの 産 出 個 体 数 は
一般 に 少 な く，し

た が っ て そ の 絶 滅 の 層準 を明確 に 指摘す る の は 困 難

で あ る ．

　 尾 田 （1971 ），両 角 （1972），お よ び 加 藤 （1972MS ）に

よ る 浮 遊性有孔虫 化 石 の 研 究 に よ る と ， Ggoborota−

lia　 to∫aensis 　Si堀 之 内 層 中 部 に ，ま た Globorotalia
t
’
runcatutinoides は 土 方 層 基 底 部 に 出 現 し，Pulleni−

atina 　 obliquiloculata 　complex は 相 良 層上 部 で 右 巻

き ， 堀 之 内 層上 部 で 左 巻 き ，土 方層 で 右巻 きが 優 勢

で あ る ．

　　　　　　　　　 南 　関 　 菓

　 千 葉 県 銚 子 地 域 に 発 達 す る 新 第 三 系 お よ び 第四 系

の 層序 と 有 孔 虫 化 石 に つ い て は ， MATOBA （1967）の

詳 細 な 研 究 が あ る t 産出す る 石 灰質ナ ン ノ プ ラ ン ク

ト ン 化 石 に つ い て は ，す で に 筆 者 が 光 学顕 微 鏡 を 用

い て 予 察 的 な 研 究 を行 な っ な（TAKAYAMA ，1967）．酒

井 ら （1970 ） は 当 地 域 の 層序 の 再 検討 と
．
占地 磁 気 層

序 を 明 ら か に す る と と も に ，従 来 の 飯 ll司層 を 下 位 よ

り春 日 層 ，小 浜 層 ，横 根 層 ，倉 橋 層 に 細 分 し た ．筆

春 は 本 論 に お い て こ の 見 解 に 従 っ た ．筆 者 が 考察 の
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一Eleotronio 　Library 　



The Geological Society of Japan

NII-Electronic Library Service

The 　Geologioal 　Sooiety 　of 　Japan

本 邦 新 生 界 最 上 部 に お け る 石 灰 質 ナ ン ノ プ ラ ン ク トン 化石 の 分布 に つ い て 51

　 　 　 　 　 aumT 　 　 I瞞 1−TUTA …1
翹■■■「 7π＝ ＝」 ［ 1■囗『1：1■ ■■■■■■■■ ■■陰

蝋 eWUt ［s

NA幽ARA8 　　　　 KASUGA

》 》 　 　 　 》 》

OBAMA veKONE

≧　 ．と　≧ヨ≧≧と≧ ≧辷

KURAHASH 匸

kkk 　 k 繍

GEGMAGNETIC　HLSTORV ｛5AKAI　tt 　al．，　IS？0〕

ToveSATO 　　　　　　　　　　　　 FORMATIOH

kk 　k 盈島
“   oI

乗障

　 　 o

＿＿＿1 ＿
翼 　 ス ス 1　 ス

P 　　卩N 　　　N
　 み切 　 　　o

尸
1m
罵

ぐ岬 干
 

1
°

　 1
−

＿ 一 一一一
瓢 　　 　　翼 　　 　罵 ス 　　 　ス
駒 　　　 　ω 　　 　翩 　　 　口
o ■ゆ　 　 M 　 　 8、り　 　燭

ω 　 　　　　 卜 　　 切   　 　　　　 　　　　望　　 口
l

　　 i　 l　　 　　　　 l− 一一一ス　　ス　ス　　天
芻　恩

ω
　お　　　　1

曽 　　o 騨」

　
　 50m

1
1　　 L　　 l

i　 l　 l　　 I

　　　　　　．
1i　　　　　　 I

MO

ゴ

一 ＝＝＝＝ ＝ ） 一

CH6SHI

Emiliania　cf．　haxteri

SAMPLES

・伽 卿 一

一一　　　　　　　　　　　es
L

9G ερ励 ccnyosa　ope厂的
　 梅 ”copmtOSPhaerv し励 ノcゐ’

一

一 　 一一・・−Q − 一一一一Pt 　− 　 　
−a 」 一 一

　＿　　　　　　　　　　　一　　　一　　　　　炉　　　　一　　一一　　　　　　　　一　　　一　　一
　　　　　 一　　　　　●　　　申　　■　− 　o 　　　− 　　　　　一

’
℃eccotithus 　darw｝ieoides

’°

Cy伽 εσ01’伽 5 ’epttparus

一 　 く エロゆ
一

一

　 　 　 　 Ut 　 　 　 　 　 　 　 　− 　 　 　一 　一 　 　 　 　　 　 　一

　 一 一 〔〉 一

・伽   卿 ・’・

幽

［　＝ ＝ p ．−r；−Mp −一
　 　
一一一ee −

　 　
一

tS ・＝　＝ tZ ＝ 　：：　ntzaO ） ・一一・・一 （）一一一 一

　 一 He〃eepent 脚 厂σ 知 卯 加 ”

　　　 F〜hθbdσsρt，ae 厂σ d σレ’9ε厂o

　 　 　 Ssraeesphσ era 　pu’ctvv
　 　 　 伽 捌 た卿 ゐσ蜘 mirobitis
　 　 　 Oo’”わ0’凵50 配’ttaru厂η 　 ．
　 　 　 Ce厂ロ’o”thas　eri5〜o ’幡

　　　羅 鰡 鰓 毒，1，ガ
　 　 　 PseuclOemil’ania ’σじロ加 sσ

　　　 劬 rvcapso 　protahntixteyj
’

−
　GePtyrecapsa 　ca 厂ibbeca’cσ

　　　 Oisceas’e厂 sp ρ．
　 　 　 Ceccetithus　pelagieus

　 　 　 PbntoPtoe 厂a　discepo囮

　　　 Oiseetithihaノ卯   ’ca

一 ＝＝ ：亅　MiSC ¢ llaneOU5

Fig．7．Relative　frequencies　of 　 the　calcareous 　nannoplankt （m 　童n 　the　section 　 at 　 the　Choshi　 area ．
銚 子 地 域 の 石 灰 質 ナ ン ノ プ ラ ン ク トン 化石 ．

対 象 と し た の は ，MATOBA （1967） お よ び 酒 井 ら

（1970）に よ っ て 研 究 さ れ た ，計 43 個 の 試 料 で あ る．

　 本 地 域 の 新 生 界 は ，保 存 の 良 い 石 灰 質 ナ ン ノ プ ラ

ン ク トン 化石 を 多産 す る ，電 子 顕 微 鏡 下 で 同 定 し た

石 灰 質 ナ ン ノ プ ラ ン ク トン 化 石 は ，／4属 21種 に 達 す

る ．そ の 群 集 の 層位 的 分 布 を Fig．7 に 示 す ．図 よ り

明 ら か な よ う
．
に ，試 料 A −4 に GePhyrocaPsa　can

’
bbe一

anica と CePhyrocaPsa 　 oceanica が 出 現 す る ．　 Pseu −

doemitiania　 lacunosa は A −29 に て 絶 滅 す る ，デ ィ

ス コ ア ス ターCS　A −3 に 豊 産 す る の み で （Fig ，8）， そ

れ よ り上 位 の 地 層 か らの 産 出 は き わ め て 稀 で あ る ．

稀 に 産 出 す る も の も い ち じ る し く破 損 され て お り，

再 堆 積 の
．
町 能 性 が 強 い 。

　MATOBA （1967）に よ る と ，
°
Pulleniatina　 obliqui 一
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Fig．8、　Relative　frequencies 　of　discoa＄ters 　in　the

　　　 section 　at 　the　Choshi 　 area （Discoaster

　 　 　 カierPleXt｛s　 excluded ），
　 　 　 銚 子 地 域 の デ ィ ス コ ア ス タ

ー
（α 馳 o α s’θ 7

　 　 　 PerPlexusを 除 く）．

iOCbllata　 complex は 名 洗 層 で 右 巻 き ，春 日 層 で 左 巻

き が 優 占 し ，春 日 層 と 小 浜 層 の 境 界 付近 で ，左 巻 き

優 占 よ り右 巻 き優 占 に 転ず る ．ま た 倉 橋 層 は ，左 巻

きの G 励 廊 跏 α IJachydermaの 豊 産 に よ り特徴 づ け

ら れ る ．箏 者 自身 の 検 討 に よ る と ，Globorotalia　to．

saevesi∫は 名 洗 層中 に ，ま た Globorotagia　traneatuli −

noides は 春 日層 中 に 出 現 す る ．

　 酒 井 ら （1970）に よ っ て 報 告 さ れ た 本 地 域 の 古 地 磁

気層序 と地 層 と の 対 応 を，Fig ．7，　Fig ．　8 お よ び Fig，
9 に 示 し た ．こ れ に よ る と

，

“Olduvai”event は 横

根 層 下 部 に 相 当 す る ．

　 房総 半 鳥中央 部 に は 整 合一連 の 第 三 系 お よび 第四

系 が 広 く分 布 し ，従 来 よ り 層 位 学 的 ，古 生 物 学 的 研

究 が 精 力 的 に 行 な わ れ て き た ．と く に 夷 隅 川 ， 養 老

川 ，お よ び 小 櫃 川 流 域 は 良 好 な 露頭 が 発達 し連続 し

た セ ク シ ョ ン が 得 ら れ る た め ，微 古 生 物 学 的 研 究 に

好適 で あ る ．養老 川 流 域 に 発 達 す る 上 総 層 群 の 浮 遊

性 有 孔 虫 化 石 に 関 し て は
， 房総 研 究 グル ープ （1957），

房 総 三 浦 研 究 グル ープ （1958），
AoKI （1963）お よ び 青

木 （1964）の 研 究 が あ る が ，な か で も本 地 域 の 鮮新
一

更 新 両 統 の 境 界 に 関 し て ，浅 野 ら に よ る
一

連 の 研 究

が 学 界 に 大 き な 問 題 を 提 起 し た こ と は ，い ま だ 記 憶

に 新 しい ．

　 養 老 川 流 域 の 上 総 層群 と 銚子 地 域 の 上 部 新 生 界 は ，
浮 遊 性有 孔 虫 化 石 に よ り次 の よ う に 対 比 さ れ る ．

Pulleniatina　 obliquiloculata 　 complex の 殼 の 左 巻 き

優 占 か ら右 巻 き優 占 へ 急変す る 層準 は ，養老 川 流 域

の 黄 和 田 層 中部 の ，三 梨 ら 〔1959，1961）に よ る 火 砕

鍵 層 Kd 　38 付 近 の 層 準 に 認 め ら れ る の で ，黄 和 田 層

中 部 は 小 浜 層 基 底 部 に 対 比 さ れ る ，ま た 養老 川 流 域

の 長 南層 は ，左 巻 き の α 06 勾瞬 愬 Pczchyde7ma が

優 占 す る こ と か ら ，倉橋層上 部 に 対 比 さ れ る 　（Fig ．

9）．

　養 老 川 流 域 の 安 野 層 か ら は ， SPhenolithus’α傭 S

の 産 出 が 確 認 さ れ た ．また 本 地 域 に お け る Globoro−

talia　 tosaensisu−Globorotalia　 truncatulinOides の 産

出 状 況 は ，Fig．9 の 通 り で あ る ．養 老 川 流 域 に お い

て 中 川 ら （1969）に よ っ て 明 ら か に さ れ た 古 地 磁 気 層

序 の 結 果 を ，Fig．9 に 示 す ．こ れ に よ る と ，　 Gilsa

あ る い は Olduvai　 event は ，現 在 鮮新
一

更 新 両 統

の 境 界 と さ れ て い る梅 ケ 瀬 層 中 の 火 砕 鍵 層U6 の 層

準 に 相 当 す る ．

　養 老 川 流 域 ， お よ び 小 櫃 川 流 域 の 上総層群 は ，　Pu −

ll6η iatina　 O わ／iquiloculata　complex お よ び Globige一

N 工工
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@ §ミ萋o為ε垂 礦吾 奩輦妻嵯耋 セ 2蘯 忌 量質 鍔轄讐望’9 、茎  t 　　 Rt 　 　RAβcb5F ヒ 目 卜 Fig ．9．　Selected 　 calcareous 　nanno

ankton 　and 　foraminiferal 　species 　in 　s
tions 　at 　 the 　 Choshi ・ 　 　 　 Yoro 　 River 　 and 　 Obit

　River　 areas 、 　 　 　 銚 子 ， 養 老 川 ， 小 櫃 川 地 域 の

C3 の 石 灰 質 ナ ン ノ プ ラ ン ク ト ン化石と浮遊 性 有 孔虫 化

． rina 　 Pachpudemaa の 殼 の 巻

方の 変 化 と 地 層 中 に 夾 在 す る 火砕 鍵 層 の 追 跡によ っ

，Fig ． 9 のように対 比 さ れ る ． 小 櫃川流域の上総層 群中の浮遊性有孔虫 化石
に

いては，す でに 筆者が明らかにしたが（ TA ・ KAYAMA ，1967 ｝ ，それによる と， Pt

leniatina 　 obliqu − iiOCUIa

　 cOrnplex とGlObOrotalia 　 men

dii 　 COm ・ plex の殼 の 巻 き
方の変 化

黒 滝 層 中のKd38の層 準 に ，またG 励膨廟 σPachydenua 左巻き優勢の層 準は柿木台層

部に認 められる．小 櫃 川 ル ー ト にお けるGloborota

a 　 tosaensis − Glo

rotalia　 trnncatza・ linoides の 産出 状況 は

Fig ． 9 に 示す 通 り で あ る ． 　 　 　 　 　　 　

帯

と
対 比の 試 み 　 MARTINI （ 1971 ） ，

BuKRY （ 1971 ） ら は ， 石 灰 質 ナ ンノ プ

ン ク ト ン 化 石 を 用い て 新 生 界 の 分帯 を 行 な っ ．

． 筆 者 は こ れら の 化 石 帯 を ， ほ ぼ そ のま ま の 形

本 邦 の新生 界 に も適 用 す る こ と が 決 し て不 可 能 で

な い と 考 え る ． し かし な が ら 筆 者 は こ れ ら の 化 石

ﾑ と は 別 に ， 石 灰 質 ナ ン ノプ ラ ン ク

ン 化石ば かり でなく，共産する浮遊性 有 孔虫 化 石 を も 併 せ考察し ，

邦の新
生
界に よ り 適 切 な 石 灰質 ナンノプ ラ ン ク ト ン 化 石 帯を 設
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しか も地 理 的 に 我 国 に 近 い 位 置 よ り採集 さ れ た もの

で あ る ．ま た コ ア ー中の 石 灰 質 ナ ン ノ プ ラ ジ ク トン

化 石 群集 の 層位的変 化 も，従 来 世 界 各 地 で 報 告 さ れ

た もの と よ く
一

致 す る ．そ の た め 筆 者 は こ の コ ア ー

を ，我 国 の 化 石 層 序 を 立 て る 上 で
，

．．・
つ の 標 準 と し

て 役 立 て る こ と が 出 来 る と 考 え た ．筆者 は 前節 で そ

の 概 略 を述 べ た Lamont 　Core　V21 −98，お よ び 本邦

の 上 部 新 生 界 に 産 す る 石 灰 質 ナ ン ノ プ ラ ン ク トン 化

石 群 集 と ，
2

，
3 の 浮 遊性 有孔 虫 化 石 の 層位 的 変 化

を 詳 細 に 比 較検討 し，本 邦 の 最 上 部 新 生 界 に ，下 位

よ り上 位 へ 次 の よ う な datum を 設 定 す る こ とが 妥

当 で あ る と 考 え た ．

　 datum 　 l ： Pseudoemiliania 　lacunosa 出現 の 層準 ．

　 datum 　2 ： SPhenolithus　abies 絶 滅 の 層 準 ．

　 datum 　3 ： G ♂060 γ磁 磁 tosaensis 出 現 の 層 準 ．

　 datum 　4 ： G ／oborotalia 　tntncatulinoides 　が 出 現

　　 し ， Pulleniatina　obliqariloculata 　complex が 右

　　 巻 き優 占 よ り左 巻 き 優 占 に 変 化 す る 層準．

　 datum 　 5 ： GePhyrocaPsa 　 oceanica が 出 現 す る 層

　 　 準 ．

　 datum 　 6 ： デ ィ ス コ ア ス ター
が 絶 滅 し ，Pulgenia−

　　 tiua　 obiiqeriloculata 　complex 　が 左 巻 き優 占 よ

　．　 り 右 巻 き優 占 に ，ま た Globorotalia　 menardii

　　 COInplex が 左 巻 き優 占 に 変 化 す る 層準 ．

　datum 　7 ： 1コSeudoemiliania ，lacunosa絶 滅 の 層準 ．

　datum 　8 ； UmbeglosPhaeraガ7   蜘 然 出現 の 層

　　 準 ．

　datum 　9 ： Emiliania 　 horxleyi出 現 の 層準 ．

　 こ の う ち datum 　6 は ， ERIcsoN 　 et　 aL （1963）に

よ る鮮新
一

更新 両 統 の 境 界 で あ る ．デ ィ ス コ ア ス タ

ー
は 徐 々 に 個 体 数 を 減 じ て 絶 滅 す る の で ，そ の 絶 滅

の 層準 は ，と くに 地 表 の セ ク シ ョ ン で は 認 め が た い

こ とが 多い ，しか し な が ら幸 い な こ とに ，本 層準 は

共 産 す る 浮 遊 性 有 孔 虫 Porlleniatina　 obliquiloculata

complex の 殼 の 巻 き方 の 変 化 す る 層 準 と し て と ら え

る こ と が 出 来 る ．

　 こ れ ら の datum を も とに ，本邦 の 最 上部新 生 界

に ，下 位 よ ｝）上 位 へ 下 記 の よ う な石 灰 質 ナ ン ノ プ ラ

ン ク トン 化 石 帯 を 設 定 す る ．

　　　 Reticutofenestra 　pseudoumbilic α 　rs

　　　 Sphenetit ん駕 s α bies帯

　　　 Disco α ster 　 brouweri　 brouweri 帯

　　　 Disco α ster 　brou ω eri 　trith α llus帯

　　　Psezadoemitiania 　 lacunosa 帯
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Fig，10　 The 　 ca ［careous 　nannoplankton 　 zones ．
　　　．石 灰 質 ナ ン ノ プ ラ ン ク ト ン 化 石 帯．

　　　 Gephgroeapsa 　 oce α nica 帯

　　　 u ｝nbeltosphaera 　 irregutα ris 帯

　　　 Emitiania 　huxlegi 帯

こ れ ら datum と 化 石 帯 の 関 係 を Fig．10 に 示 す ．

　 こ れ ら の datum は ，す で に 概 略 を記 した 本 邦 新 生

界 最 上 部 の 地 層 中 に ，下 記 の ように 確 認 さ れ る ．da−

tum 　 lは 静 岡 地 域 の 堀 之 内 層 基 底 部 ，お よ び 房総 半

島 中 央 部 の 黒 滝 不 整 合 に 認 め ら れ る ．daturn　2 は 堀

之 内 層 下 部 に ，ま た datum 　3 は 堀 之 内層中部 ， 喜 界

島 の 早 町 層 基 底 部 ．お よ び 銚 子 地 域 の 名洗 層基 底 部

に 追 跡 さ れ る ．datum 　4 は 早 町 層中部 ，堀 之 内 層 上

部 ，お よ び 銚 子 地 域 の 春 日 層 基 底 部 に ，ま た datum

5 は 早 田］
’
層上 部 ，堀 之 内 層 上 部 と春 目 層 中 部 に 見 出

さ れ る ．datum 　6は デ ィ ス コ ア ス タ
ー絶 滅 の 層準 で

あ る が ，我国 の 陸 ．L堆 積 物 で は Pugieniaiina　obliqu −

i／oculata 　complex の 殼 の 巻 き 方 の 急 変 す る 層 準 と

し て 追 跡 す る 方 が 容 易 で あ り，静 岡 地 域 で は 土 方層

棊 底 部 ，房総 半 島中央 部 で は 黒 滝 層 下 部 （小 櫃 川 ル

N 工工
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Fig．11．　Biostratigraphic 　 cerre ！ation 　in　terms 　 of 　the　calcareous 　 nannoplankton 　 zones ．
　 　 　 石 灰 質 ナ ン ノ プ ラ ン ク ト ン 化 石 に よ る対 比 ．

一ト）， な い し 黄 和 圉 層 中 部 （養i老 川一夷 隅 川 ル
ー

ト）一い ず れ も 火 砕 鍵 層 Kd 　38 の 層 準
一，ま た 銚 子

地 域 で は 小 浜 層 下 部 に 認 め ら れ る ．datum 　7は 銚 子

地 域 の 倉 橋 層 上 部 に 引 く こ と が 出来 る ．daturn　8 お

よ び datum 　9は ，考 察 し た セ ク シ ョ ン で は 認 め る こ

と が 出 来 な か っ た ．

　 本 邦 太 平 洋 岸 各地 の 最 上 部 新 生 界 を ，こ れ ら の 化

石 帯 に あ て は め て 対比 す る とFig．11の よ うに な る ．

　　北 方 型 群 集 に よ る 時 代 決 定 と 対 比 の 可 能 性

　裏 日 本 の 上部新 生 界産 石 灰 質 ナ ン ノ プ ラ ン ク ト ン

化石 群集 は ，西 田 （1971）お よ び 内尾 （1971，1972 ’

）

に よ っ て 明 ら か に さ れ た ．と くに 西 田 の 数 年 に わ た

る 研 究 は ，裏 日 本 の 石 灰 質 ナ ン ノ プ ラ ン ク トン 化 石

群集 の 地 史 的 変 遷 を解 明 し た 点 で 評 価 さ れ るが ，そ

の 精 力的 な研究 に もか か わ ら ず ， 地 層 の 時代決定 と

対比 と い う点 で は 必 ず し も成 功 し て い る と は い え な

い ．そ の 原 因 の
一

つ は ，産 出 す る 石 灰 質 ナ ン ノ プ ラ

ン ク トン 化石 の 種 数 が 少 な く ， 群 集 構 成 が 単 調 で ，

時 代 決 定 に 有 力 な鍵 と な る 示 準化石 が 発 見 さ れ な い

た め で あ る ．

　現 生 コ コ リ トフ ォ リ ッ ドの 地 理 的 分 布 を み る と，

低緯度地
．
域 で は 種 数 が 多 く，群 集 構 成 は 多様 で あ る

が ，逆 に 高 緯 度 地 域 で は 種 数 が 少 な く単 調 で あ る

（MclNTYRE 　 and 　BF，1967；MclNTYRE 　 et　 al．，

1970）．1 例 を あ げ れ ば ，太 平 洋赤 道 地 域 に 棲息 す る

種 は 34種 を 数 え る が ，亜 南 極 幤 地 域 に 棲 息 す る の は

僅 か 5 種 に す ぎ ず ，しか も そ の うち の 4 種 もそ の 産

出 は 稀 で あ る （HASLE ，1960）．

　 西 田 に よ っ て 明 らか に さ れ た 裏 日 本 上部新 生 界 の

単 調 な 化 石 群 集 は ， 高緯 度 地 域 の 冷 水 塊 中に 棲息 す

る コ コ リ トフ ォ リ ッ ド群集 の 特徴 を そ の ま ま 示 し て

川 召和 47年 5 月 12日 ，石 油 技 術 協 会 第 37回 総 会 シ ン ポ ジ ウ ム

に て 講演 ．
内 尾 は ，裏 日 夲 の

L
鮮 新 紛

’
が Coccolithus　 PelagiCZtSと

BmarecdOsPhaera 　bigelowi の 共 産 に よ っ て 特 徴 づ け られ る

と し，こ の 地 域 の
」レ
鮮 新統

『
に 対 し て ，Coccotithus　 Peta−

giCtds
＝uuBruarudosPhaera

　bigelowi共 存 帯 を提 唱 した ．しか

し なが ら Coccolithus駕 細
’
Cfrs 　lま寒 海 棲 種

．
と し て 代表 的 な

もの で あ F） 〔MclNTYRE 　 and 脱 ，1967 ；MclNTYRE 　 et 磁 ，
1970 な ど），BraarndosPhaera 　bzkelowi　lま浅海に 豊産す る 腫

と して 知 ら れ （MARTINI ，1967 ； TAKAYAMA ，1972），　 と も

に 中 生 層 よ 1）現 世 堆 積 物 に まで そ の 産 出 が 報 告 さ れ て い る ．
した が っ て こ れ ら 両 種 の 共 産 に よ っ て ，そ の 地 層 を露 新 統

と す る こ と は 出 来 な い ．内 尾 が
鹽’
鮮 新 thttと した 地 層が 相

互 に 対 比 さ れ る と い う根 拠は 薄 弱 で あ り ．そ の 地 層の
一

部

は 更 新 統 の 可能 性 が あ る ．両 種 の 共 産 は ，む し ろ こ れ ら の

地 層 が 寒 冷 な 浅 海 域 に 堆積 し た こ と を示 して い る と考 え ら

れ る ．
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い る よ うに 考 え られ る ．こ の よ う な 群集 は ，産 出 種

数 の は るか に 多い 表 日 本 の 群 集 と著 し い 対 照 を な し，
“
北 方 型 群 集

”
と よ ん で 区 別 す る こ と が 出 来 る ．西 田

に よ っ て 裏 日 本 の 各 地 よ り報 告 さ れ た 化 石 群 集 に は ，

2 ，3 の 例 をの ぞき，い ず れ も時代 決 定 の 決 め 手 と

な る 種 を 発 見 す る こ と が で き な い 。

　 しか し な が ら 北 方 型 群 集 に よ っ て 地 質 時 代 を決 定

し，対 比 を行 な う こ と が 不可 能 か と い う と ， 必 ず し

も そ うだ と い い き れ ぬ A、し が あ る ．現 在 の カ リ フ ォ

ル ニ ア 沖 と同様 の 寒流 系 下 に お い て 堆 積 した と さ れ

る ，カ リフ ォ ル ニ ア の Newport 　Bay の 新 第 三 系 産

石 灰 質 ナ ン ノ プ ラ ン ク ト ン は ，典 型 的 な 北
．
方型 化 石

群集 の 特徴 を示 す ．しか し な が ら そ の 単 調 な 群集構

成 に もか か わ らず ，い くつ か の 種 ，た と え ば （）ati −

naster 　 coalitzts ，　 Dtscoaster 　 adamantezas
，
　 DiLscoaster

ゐoJ 峨 凸 馳 0 α吻 7 　deflandrei，　 L）iscoaster劭 ガ鷹 Dis・

eo αster 肋 9 厖堀 LithostromatiOn　 Perdurum，　 SPhe−

．nolithens 　abies ，　SPhenolithκ S　heteromorPhUS な どは ，

時 代 決 定 に 有 用 な 種 と し て 知 られ て い る もの で あ る

（WILcoxotsT ，1969 ）．こ の こ と か ら 我 々 もま た 北 方 型

群 集 を詳 細 に 検 討 す る こ と に よ っ て ，単 調 な 群 集 の

中に も少 数 な が ら時代決定 に 有 用 な 種 を 発 見 す る こ

と が 出 来 る か も しれ な い ，NIsHIDA （1969 ，
1970）に

よ っ て 報 告 さ れ た 能 登 半 島 の 珪 藻 土 産 石 灰 質 ナ ン ノ

プ ラ ン ク ト ン 化 石 群集 は ，その 例 で あ る ．本層 か ら

は ，数種 の デ ィ ス コ ア ス ター
と 特 徴 的 な コ コ リ ス の

産 出 が 報 告 さ れ て お り ，こ れ を も と に そ の 地 質 時 代

を決 定 す る こ とは ，さ して 困難 で は な い よ うに 思 わ

れ る 禿

　筆 者 の 検討 した 裏 日 本 の 試 料 は ，男 鹿 半 島 の 脇 本

層 と 北 浦 層 ，お よ び 能 登 半島 の 藪 田 層 に す ぎ な い ．

し た が っ て ，残 念 な が ら筆 者 は ，北 方型群集 の 特質

と地 層の 対 比 に つ い て 議 論 をす る に 足 る 充 分 な 資 料

を持 ち あ わ せ て い な い ，そ の た め 本 論 で は ，た だ 問

題 点 の 指 摘 と ，将 来 の 研 究 に 対 す る 明 る い 見 通 し に

つ い て 簡 単 に ふ れ る に と ど め る ．

　裏 日 本 の 上部新 生 界 よ り産 出 す る 単調 な 石 灰 質 ナ

ン ノ プ ラ ン ク トン 化石 の うち ， SyracosPhaera　 sp ．，
SPhenolithUS　abies ，　Diseolithivea／

’
aPonica

，
お よ び

GePhyrocaPsa　 oce α nic α は 時代 決 定 に 鍵 を 与 え る も

の と考 え ら れ ，そ の 出 現 な い し絶 滅 の 層 準 は ，今 後

詳 し く検 討す る必 要 が あ る．

　男 鹿 半 島 の 北 浦 層 は Coccolithus　Pelagicens，　 Heli−

eoPontosPhaera 　leamPtneriiを産 出 し，脇 本 層 は CO一

ccoiithtts 　PeiagiCUS，（］yclococcotithZts 　lePtoPontsの 他，
GePhyrocaPsa 　oceanica を 多 産 す る ．と くに 脇 本 層

基 底 部 に GePdyrocaPsa 　 oceanica が 出 現 す る こ とは ，

本 層 が datum 　5 よ り一．ヒ位 に 位 置 す る 可能性 を示 して

い る 1 能登半島 に 分 布 す る藪 田 層 は ，多 量 の 石 灰 質

ナ ン ノ プ ラ ン ク ト ン 化 石 を 産 出 し ，全 層 準 で Braa ・

rudosPhaera 　 bigelowi と Coccolithu5 加 ♂¢9寛π ∫ カミ優

占す る ．灘浦地 域 の 本 層基 底 部 に お い て 　SPheveoli−

thzes’abies が 絶 滅 す る こ と か ら ，本層 の 大部 分 を da −

tum 　2 の 上 位 に 置 くこ とが 出 来 る ．た だ 本 層 に デ ィ

ス コ ア ス タ
ー

が 見 られ な い こ と は ， 本 層の 位 置 づ け

に 依 然 問 題 を 残 し て い る ，

　以上述 べ た 事実 は ，表 日 本 に お い て 追 跡 出 来 る 9

datum の り ち ，datum 　2 と datum 　5は 裏 日 本 で も認

め る こ と が 出 来 る こ と を暗示 して い る．た だ こ れ を

も っ て ，た だ ち に
．
表 日 本 と裏 日 本 の 対

．
比 を機 械 的 に

行 な うこ とは 早計 で あ ろ う．石 灰 質 ナ ン ノ プ ラ ン ク

ト ン 化 石 の 古 地 理 学 上 の 問 題 や ，進 化 学 上 の 問 題 が

併 せ て 考察 さ れ ね ば な ら な い こ とは い う ま で もな い ．

裏 日本 産 石 灰 質 ナ ン ノ プ ラ ン ク ト ン 化 石 の 層位 学 的

有 用 性 は ，共 産 す る珪 藻 や 放 散 虫 化 石 の 研 究 に よ っ

て も 吟 味 さ れ ね ば な ら な い ．現 段 階 で は ，上 に 述 べ

た 各地 層 を機 械 的 に 対比 し て ，そ の 結 果 を Fig．11
に 示 し た ．

＋
し か し な が ら こ れ らの 地 層 中 に 産 出 す る と い う，（ryclococco

lithets　formostts　 Z）tScoaster　aster ，0 醜 oπ∫紛 　barbadiensis
ヱ）iScoaster　diStinctus，　 Di

’
scoaSter 　gemmife 　r，　 Dalscoaster　lodo−

ensis，　DtScoaster　saiPanensis ，動 霊 oα ∫ 陀 7　 tani は ，い ずれ も
’
占

第 三 系 の 示 準 化 石 で あ る，従 来 よ り新 第 三 系 と さ れ て い る 地

層 中の こ の よ うな 種 の 産 出 を説 明す る に は ，下 位 層 よ り の 混

入 と再 堆 積 ，す で に 絶 滅 した と 考 え られ る 種．の こ の 地 域 で の

残存 ，あ る い は 同 定 の 誤 り とい った 原 因 を 考 え ね ば な ら な い ．
こ れ ら の 種 が 下位 層 よ ワ の 再 堆 積 で あ る と す れ ば ，古 第 三 紀

層の 分 布 を ，能 登 半 島 お よ び そ の 周 辺 に 想 定 しな くて は な ら

な い ．す で に 絶 滅 し た 筈 の 種 が ，あ る特 種 な 地 域 に 生 き残 っ

て い た と い う報 告 は あ る が （BURSA ，1965，1971 ；BOGDANOV

and 　USHAIcOvA ，1−967 ；MclNTYRE 　 and 　BE ，1967 ），そ れ が

実 証 され た例 は 少 な い ．い っ ぽ う保 存 の 悪 い 石 灰 質 ナ ン ノ プ

ラ ン ク ト ン 化 石 の 場 合 ，「司定 を 誤 る こ と，例 之 ぱ DiScoaster
argutms を Discoaster　 aster に 誤 っ て 同 定 す る よ うな こ と が あ

り得 る か も しれ な い ，しか し Discoaster　barbadiensis，　th
’
sco ・

aster 　lodoensis，　 Disceaster　 saif）anemsis は そ の 特 異 な形 態 の

た め に ，同 定は 比 較 的 容 易 で あ t）， 同 定 の 誤 りは ま ず考 i ら

れ な い ．能 登 半 島 に 分 布す る珪藻土 の 時代決定 と対 比 を行 な

うに は ，ま ずこ れ ら の 地 層 か ら古 第三 系 の 特 徴種 が 産 出す る

真 の 原 因 をつ き と め ね ば な ら な い ，
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　　 石 灰 質 ナ ン ノ プ ラ ン ク トン 化 石 か ら み た

　 ・　　　 本 邦 の 鮮 新 統
一

更 新統 境 界

　ERICSON 　 et 　 aL （1963）は ，大 西 洋 ，お よ び イ ン
．

ド洋 よ り採 集 し た 深 海 底 コ ア
ーの 中 に ，微 化 石 の 変

化 に よ っ て 認 め ら れ る境 界 を 発 見 し，こ れ を深 海 堆

積 物 中 の 鮮新 統
一

更 新 統 の 境 界 と し た ．ERIcsON ら

に よ る 微古 生 物 学 的 境 界 と は ，次 の よ うな も の で あ

る ．

　　 1 ： デ ィ ス コ ア ス タ
ー

の 絶 滅 ．

　　 2 ： Globorotalia　tntncatulinOides の 最初 の 豊

　 　 　 産 ．

　　 3 ： Globorotaliz　 menardii 　complex の 多様 な

　　　形態 よ り
一一一

様 な 形 態 へ の 変 化 ，そ の 殻 の 平 均

　　　 直 径 の 増 大 ，全 群 集 に 対す る個 体数 の 減 少 ，

　　　 お よび 殻 の 巻 き方 の 右 巻 き 優 占 か ら 左 巻 き優

　 　 　 占 へ の 変 化 ．

　　 4 ： Gtobigerinoides　quadrilobatUS 　fistulOSUSの

　 　 　 絶 滅 ．

　ERICSON ら が
し
欝 新

一更 新
「t

両 統 の 境 界 決 定 に あ

た っ て ，大 き な よ り ど こ ろ と した デ ィ ス コ ア ス ター

の 絶 滅 は ，そ の 後 WRAy 　 and 　ELLIs （1965），　AKERs

（1965），HAY 　 et　 al．（1967），　BERGGREN 　et　 aL （1967），

HAys 　 el　 al．（1969），お よ び TAKAYAMA （1969）に よ

っ て 論 じ ら．れ た が ，そ の 結 論 の い ず れ もが ，デ ィ ス

コ ア ス タ
ー

が そ の 絶 滅 に 向 っ て 徐 々 に 個 体数 と種 数

を減 じ，最 後 ま で 残 存 す る の は Discoaster　broueven
’

で あ る と い う点 で
一

致 し て い るf　 v ・ っ ぽ う MCINTY ・

REet 　 al．〔1967）は ，こ の
」
鮮 新

一
更新

’1
両 統 の 境

界 が ，GePhyrocaPsa 　oceanica の 出 現 と爆 発 的 な 豊

産 に よ り特 徴 づ け ら れ る こ と を 明 ら か に した ．デ ィ

ス コ ア ス タ
ーの 絶 滅 に 代 表 さ れ る こ の よ う な 各 種 微

化 石 の 変 化 を ， ERIcsON らは 気候 の 寒冷 化 に 結 び つ

け て 解 釈 し た が ，RIEDEL 　 et 　 al．（1963）は ，こ の 群・

集変 化 は 気 候 変 化 に 起 因 す る程 顕 著 な も の で は な い

と反 論 し ，
AKERs （1965），

お よ び McINTYRE 　et 　 al．

（1967）は ，こ の 層準 が ネ ブ ラ ス カ 氷 期 とア フ トン 間

氷 期 の 境 界 に 相 当 す る と考 えた ．

　 そ もそ も 更 新 統 の 下 限 は ，イ タ リア 南 部 に お け る

Calabrianoの 下 限 が 模 式 層 準 と 考 え られ て い る が ，

模 式 地 設 定 に 関す る こ の 間 の 複．雑 な い き さ つ に つ い

て は ，中川 （1971）の 詳 細 な 紹 介 が あ る の で こ こ で は

繰 ワ返 さ な い ．従 来 第 三 系
一第 四 系 の 境 界 は ，異 な

っ た 化 石 を 根 拠 に ，異 っ た 地 域 に お い て 論 じ ら れ ，

そ の た め 種 々 の 見 解 と混 乱 が 生 じて い た ．こ の よ う

な 種 々 の 見 解 を ，模式 地 と対 比 す る こ と に よ っ て 正

す と い う い くつ か の 試 み も，模 式 地 に お い て 有 効 な

示 準 化 石 の 発 見 が 困 難 で あ っ た た め に ，必 ず し も期

待 し た 成 果 を 得 る に 至 ら な か っ た の が 実 情 で あ る

（HAY 　 and 　BouDREAux ，1968 ； BANDY ，1969 ；SA −

ITo ，1969a ，　b ； SMITH ，1969）．しか し近 年 ，　 GLAss

et 　 aL （1967｝，　BERGGREN 　 et　 aL （1967），　PHILLIPs

et　 al．（1968），お よ び HAYs 　et　 al．（1969） に よ り，

北大 西 洋 や 赤 道 太 平 洋 の 深 海 底 コ ア
ー

に お け る デ ィ

ス コ ア ス ターの 絶 滅 と Globorotalia　 truncatulinoides

の 出現 の 時 期 ，お よ び
．
占地 磁 気 層序 の

“Olduvai ”
e −

vent の 密 接 な 関 係 が 明 ら か に さ れ ，そ の 年 代 が 1．79

× 106年 と測 定 さ れ た ば か りで な く（Cox ，1969），　BA −

NNER 　 and 　 BLow （1965），　 BAYLIss （1969），　 BANDY

and 　WILcoxoN （1970），　 LAMB 　 and 　BEARD 　（1972）

に よ り，Globorotagia　tosaengis よ り　Oloborotalia

tntncatulinoides へ の 進 化 が 南 イ タ リ ア に お け る 模

式 地 の Calabriano の 基 底近 くで 確 認 さ れ ，デ ィ ス

コ ア ス タ
ー

の 絶滅 ，お よ び Gtoborotalia　 trblncatntli−

noides の 出現 が ，鮮 新
一

更 新 両 統 の 境 界 の 決 定 に 役

立 つ こ と と な っ た ，

　 ERICSON　 et　 ai．（1963） に よ っ て 明 ら か に さ れ た

深 海 底 コ ア
ー中 の 微化 石 の 層 位 的変 化 は ，．Lamont

Core 　V21 ・98 中 に も 認 め られ ，筆者 は こ の コ アーの 頂

部 よ 0210cm の 層準 を，ERIcsoN ら の
“
鮮 新 統

一
更

新 統
”

境 界 と し た （TAKAYAMA ，1969）． 筆者 は 石 灰

質 ナ ン ノ プ ラ ン ク トン 化石 をも と に ，こ の
“
鮮 新統

一更 新 統
t’

境 界 を 南 イ タ リア の 模 式 地 に 対 比 し ，次

の よ うな 結 果 を得 た ．

　 南 イ タ リア の le　Castella地 域 に お け る セ ク シ ョ

ン で は ，Pliocene 　 medio 中 部 よ り Pseudoemiliania

’
デ ィ ス コ ア ス タ ーが 現 在 で も生 存 して い る と主 張 す る 研 究

　 者 も い る ．BURSA ｛1965．1971）は ，デ ィ ス コ ア ス タ
ー

を あ

　 る 種．の 現 生 双 鞭．毛藻 が 分 泌 す る石 灰 質 骨 格 で あ る と 考 え て

　 い る ，BoGDANQv 　 and 　 UsHAKovA （1967）は ，南 緯 14
’
13f

　か ら北 緯 10
°
31
’
に わ た る 西 経 14ぴ 線 に ほ ぼ 沿 う太平洋 の 数

　 地 点 の 表 層 海 水 試料 中 に ，数 種 の ，し か もか な り 多量 の デ

　 ィ ス コ ア ス タ
ー

を 発 見 し た と い う．い っぽ う　BERGGREN

　 et 　 at （1967）は ，北 大 西 洋 中部 の 深 海 底 コ ア ーに お い て ，
　一

度 消 滅 した デ ィ ス コ ア ス タ ーが 更 新 統 中 に ．再 出 現 す る と

　 報 告 して い る．しか しな が ら 多 くの 専 門 家は ，こ れ らt・−me
　 の 報 告 に 対 し て 疑 問 を抱 い て い る ．
　 　 デ ィ ス コ ア ス タ

ー
の うち ，DiScoaster　Peny）lexzasが 現 世 堆

　 積 物 中 か ら報告 され て い る 例は 多 い （BLAcK 　 and 　BERNEs ，
　 1961 ； COHEN ，1964 な ど ）．しか し本 種 を分 類 学 上 デ ィ ス

　 コ ア ス タ
ーに 一

括 し て 論 ず る に は 疑 問 が あ る ．
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9acunosa が
， ま た Pliocene　superiore 最 上 部 よ り

GePhyrocaPsa 　oceanica カf 出 現 す る ．デ ィ ス コ ア ス

タ
ー

は Pliocene　 medio よ り Calabriano　に い た る

全 層準 に 多産 す る が ，そ の 群 集 構 成 を 詳 細 に 検 討 す

る と ，PliQcene 　 superiore で は Discoasteptδ塑 κ側 6ガ

が 優 占 し ， しか も下 部 で 4 放 射 状 の ，上 部 で 3 放 射

状 の 個体 が 多産す る ．Calabr 三ano 　に 入 る と ，明 ら

か に 古 第 三 系 よ りの 再 堆 積 とみ ら れ る 種 が 優 占 し ，
こ の こ とか ら デ ィ ス コ ア ヌ．ター

は Pliocene　 superi −

ore よ O徐 々 に 個 体 数 を 減 じ，Calabriano の 基底 近

くで 絶 滅 す る よ うに み え る ．し た が っ て 本 セ ク シ ョ

ン に お い て ，datum 　1 は Pliocene 　 medio 上 部 に ，
そ して datum 　6 は 恐 ら く Pliocene　superiore と Ca一

旦abriano の 境 界付 近 に 引 く こ とが 出 来 る （TAKAYA −

MA ，1970）．い っ ぽ う Santa 　 Maria 　 di　Catanzaro 地

域 に 露 出 す る Calabriano は ，CePhyrocaaSa　oceani
ca を 多 産 し ， 当 地 の セ ク シ ョ ン が datum 　5 よ り上

位 に 位置す る こ とは 明 ら か で あ る （Fig ．11 ）．

　 模 式 地 に お け る デ ィ ス コ ア ス ター絶 滅 の 正 確 な 層

準 は ，セ ク シ ョ ン の 全 層 準 に わ た っ て 再 堆 積 の デ ィ

ス コ ア ス タ
ー

が 多産 し ，か っ 浮 遊性 有孔 虫 Pttlleni−

atina 　 obliquiloculata が 産 出 し な い こ とか ら 明 らか

で な い が ，Calabrianoの 基 底 付 近 よ り Globorotalia
tmncatugin

’
　oides の 出 現 が 報 告 さ れ て い る の で （BA −

NNER 　 and 　 BLOw
， 1965他），そ の 層準 は ほ ぼ Cala ・

briano の 基 底 に 相 当 す る と 考 え ら れ る ．い ず れ に し

て も以 上 の 考 察 よ リ ，鮮 新 一更 新 両 統 の 境 界 は ，
ERICSON ら に よ っ て ．見 出 さ れ た 深 海 底 堆 積物中 の ，
い わ ゆ る 鮮 新 統 一一更 新 統 境 界 に ほ ぼ

一
致 す る と考 え

て よ い ．

　 こ の よ うに して 得 ら れ た 結 論 か ら考 え る と ，我国

に お け る 鮮 新 一更 新 両 統 の 境 界 は
， 静 岡地 域 の 土 方

層基 部 ，房総 半 島 中央 部 の 黒 滝 層 下 部 （小櫃 川 流 域 ）

な い し そ の 延
．艮．ヒの 黄和 田 層 中部 （養 老 川

一・
夷 隅 川

流 域 ）
一

い ずれ も火 砕 鍵 層 Kd 　38 の 層 準一，お よ び

銚 子 地 域 の 小 浜 層 下 部 （従 来 の 下 部 飯 岡 層 ）に ひ か

れ る べ き で あ る と 考 え る ，ま た 裏 日 本 に お い て も，
男 鹿 半島 の 脇 本 層 の 大 部 分 は 更新統の 可 能 性 が あ る．

こ の よ う な 見 解 は 従 来 の 考 え と著 し く 異 な る ．す な

わ ち 房 総 半 島 に お い て 梅 ケ 瀬 層 を
“Olduvai ”

と した

中 川 ら （1969）の ，ま た 男 鹿 半 島 に お い て 脇 本層 上 部

を Gauss と した 木 村 （1972）の 古地 磁 気 層 序 の 見 解 と

も
一・

致 し な い ．

　黒 滝 不 整 合 は ，た ん に 房 総 半 島 に お け る 鮮薪統 基

底 の 不 整 合 で あ る ば か り で な く ，従来我国 で も っ と

も 代 表 的 な 鮮 新 統 基 底 の 不 整 含 と 考 え ら れ て き た ．

も し 従 来 の 考 え に 従 っ て 梅 ケ 瀬 層中部 （火 砕 鍵 層 U
6 の 層準） を鮮 新 統一更 新 統 の 境 界 と すれ ば ，小 櫃

川 流 域 に み られ る 黒 滝不 整 合直上 （火 砕 鍵 層 Kd 　38

の 層 準 ） の lbUUeniatina ・bliqblil・ culata ・・ mplex の

左 巻 き よ り 右 巻 き に 急 変 す る 層 準は ，古 地 磁 気 層 序

の Gilbert　 ttat 「
と 考 え ね ば な ら な い （HAys 　 et　 al．，

1969s ｝．も し Kd 　38 の 層準 を Gilbert “
a
”

とす れ ば ，
こ の 層 準 よ 孵 遊 性 有 孔 虫 SPh ・q・・idineiloPsissemi

” crlinag 　SPhaeroidinellopsds　subdehiscens ，　 Globoqu 一

忽 ガ η8altisPira 　altispir ¢ Ggoborotalia　 margaritae

が ，ま た 石 灰 質 ナ ン ノ プ ラ ン ク トン C ¢ 履 o 競 伽 討 が

cornicul αtans，　SPhenolithus　 abie ＄　Reticulofenestra

Pseπdoumbilica ，お よ び 種 々 の デ ィ ス コ ア ス ターが

産 出 す る 筈 で あ る ．こ れ に 反 し て 淨 遊 性 有孔 虫 Glo．

borotalia　tosaensisと Globorotalia　truncatulinoides，
お よ び 石 灰 質 ナ ン ノ プ ラ ン ク トン Pseudoemiliania

lacunosaと GePhyrocapsa 　 oceanica が 産 出 す る こ と

は あ り得 な い ．筆 者 が 本論中 に 示 した デ
ー

ター
に よ

F）こ の 仮定 は 成 立 せ ず，Kd 　38 層準 を Gilbert “
a
”

とす る よ り
“Olduvai ”

に 考 え る 方 が は る か に 理 に か

な っ こ と が 明 ら か で あ ろ う．
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＊
HAys 　 et 　 aL （1969｝に よ る と，Pulleniatina　obliquilocutata

　complex の 殻 は ．Gilbert　reversed 　 epoch の
”
a
”

normal

　 e▽ ent 付 近 で 突 然 左 巻 きか ら 右 巻 き に 転 化 す るほ か ，左 巻

　き優 占の 期 間 が Olduval の 近 く ，Jaramilloの 近 く，お よ

　 び Matuyama 　 reversed 　 epoch の うち の 2 つ の normal 　e．
vent の 中 間 に お い て 認め られ る と い う．
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On  the  distribution of

        in the  youngestcalcareeusCenozoic
 nannoplankton

of  Japan

  The  present  investigation is to analyze

changes  of  the  calcareousnannop]anktonpopulatien,

using  both  light microscepy  and  electron  microsco･

py, of  the  youngest  Cenozoic  formations of  Japan
and  also  to relate  nannofossil  biostratigraphy to the
faunal  change  of  some  planktonicforaminiferalspe-

cies  and  paleomagnetic  stratigraphy.

  On  the  basis of  loca} calcareous  nannoplankten

floral sequences  and  some  planktonic  foraminiferal

species  asbertained  in the LamontCoreV21-98,eight

calcareous  nannoplankton  zones  are  proposed  for

the  Japanese youngest  Cenozoic  formations  as  folp
lows  in ascending  orcler.

  Reticulafenestva Pseudoumbilica Zone  ; interval be-

    low  the  first occurrence  ef  Ilseudoemigiania  la-

    ctfnoscL

  SPhenolithtts  abies  Zone;interval  from  the  first

    occurrence  of  Aseudoemili/ania laczanosa to  the

    last occurrence  of  SPhenolithers abies.

  Discoaster brouweri  brozawen'  Zone;interval  from

    the last occurrence  of  SPhenotithus abies  to the

Toshiaki  TAKAYAMA

    ABSTRACT

thE  floral first         occurrence  of  CePdyrocasa  oceanica

  Discoaster broutveri trithallus Zone;  interval frorn

     the  first occurrence  of  Ger)dyroeaasa oceanica  to

     the  last occurrence  of  discoasters.

  Asetrdoemiliania lacunosa Zone;  interval frem  the

     last occurrence  of  discoasters te the  last occur-

     rence  of  Aseudoemiliania lacblnosza

  CePltyrocopsa oceanica  Zone  ; interval from  the  last

     occurrence  of  PSeudoemigiania  lacunosa to the

    first occurrence  of  Uimbellosphaera irregeflaris.

   Untbeglesphaera irxagulanls Zone  ; interval from-the

    first occurrence  of  Uinbellosphaeva irragularts to

    the first occurrence  of  Emilianin han:ldyi

  Emiliania hzutlayi Zone;  interval above  the  first

    occurrence  of  Emitiania httxldyi.

  A  summary  of  the calcareeus  nannoplanktencor･

relation  between  the  Japanese youngest  Cenezoic

formations, the  Lamont  Core  V21-98  and  the  stra-

totype  at  le Castella and  Santa Maria  di Catan-

zaro,  Southern  Italy is given  in Fig. 11. The  
"Plio-

cene-Pleistocene"  boundary  suggested  by  Ericson et
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at. (1963> in the  deep  sea  sedirnents  and  that  at  the

stratotype  are  considered  to be not  so  different; it

seernsthatthe"Pliocene-Pleistocene"bounclaryofEric-

son  et  aL  (ofi cit)  cerre$ponds  to the  boundary  bet-

ween  the  Pliocene superiore  and  the  Calabriano  of

le Casteila section,  Southern  Italy, The  same  hori-

zon  may  be correspond  to the  base of  the  Kurotaki

                            '

Formation  or  the  middle  part  of  the  Kiwada  For-

mation  in the  Southern  Kwanto  region,  the  base  of

the  Hijikata F6rmation  in the  Shizuoka  region,  and

the  basal  part  of  the  Wakimoto  Formation  in the

Oga  Peninsula  in terms  of  the  calcareou$  nanno-

plankton  zones.


